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I 研 究 目的

1912年 ロー シ ー に始 ま る我 が 国 の 洋 舞 は, ま ず

模 倣 ・折 衷 の 時 代 を経 て 後 に, 創 造 の 時 代 を 迎 え

た。1)そ う した時 代 に, ア メ リカ を 拠 点 に 活 動 し

名 声 を お さめ た2人 の舞 踊 家, 伊 藤 道 郎(1893-

1961)と 新 村 英 一(1897-1979)。

本 研 究 で は, 。この2人 の 先駆 者, 各 々 の作 風 を

と らえ 比 較検 討 す る こ と に よ って, 模 倣 ・折 衷 時

代 の 日本 の 洋 舞 の様 式 的 特 徴 を 明 らか にす る こ と

を 目的 とす る 。

II 研 究 方 法

伊 藤-・ 公 演 批 評 文(1916-1930, ア メ リカ, 

34件)2)

・ 「MICHIO ITO」Helen Caldwell,

University of California Press, 

1977

新 村-・ 公 演 批 評 文(1930-1945, 欧 米, 85件)3)

上 記 の 資 料 か ら, 

1 作 品 に 関 す る文 章 か ら言 葉 の最 小 単 位 を 抽 出

2 そ れ らを, テ ーマ, 身 体, 運 動, 構 成, 舞 台

美 術 効 果, 作 品, パ フ ォ ーマ ンス, 振 付 家 ・ダ

ンサ ー, と い う項 目別 に 分 類

3 各 々 の作 風, 及 び そ の 類 似 点, 差 異 点 を考 察

した 。

III 結 果 及 び 考 察

1. 分 類 項 目別 に み る様 式 的 特徴4)

各 項 目別 に ま とめ て み る と, 「運 動 」 「構 成 」

「作 品 」 の3項 目が 両 者 に共 通 に多 く評 され て お

り(表1), その 他 に伊 藤 に は 「テ ー マ 」 「舞 台

美 術 効 果 」, 新 村 に は 「身 体 」 「パ フ ォー マ ンス」

「振 付 家 ・ダ ンサ ー」, を特 徴 的 に み る こ とが で

きた(表2-a・b)。

表1 両者共通の特徴的分類項 目
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表1, 2よ り, 両者の共通点 として, 舞踊(動

き)と 音楽とが密接に関わり合っていること, そ

して東洋と西洋の中に自らの様式の確立を求め, 

異文化である西洋の中では彼等の東洋的質がその

独自性として評価 されていたことが明らかである。

表現性に於ては, 伊藤が暗示的象徴的であったの

に対 し, 新村は比較的わかりやすい明白なもので

あった。

全体として, 伊藤は構成法, 舞 ・美効果の駆使, 

全体的効果の巧みさ等, 作家としての手腕が評価

され, 新村は作品以上に, 彼自身のテクニックと
パーソナ リティー等ダンサーとしての力が評価さ

れている。

2. 作品の質感

次に, 作品全体の質感を捉える為, 項目 「作品」

の中で作品全体を表わ した感情語を抽出, その語

と頻数(2以 上を記載)を まとめた(表3)。 そ

れは 「崇高」 「優美」 「力強さ」の3語 に集約さ

れ, 伊藤にはさらに 「滑稽」をあげることができ

る。

3. まとめ

東洋と西洋の文化の違いが歴然と存在 していた

当時, 彼等が東洋人であるという事実は, 彼等の

舞踊に対する西洋人の認識に大きな影響を及ぼし, 

また彼等自身 も東洋と西洋を融合することによっ

て洋舞を自らの中にとり込んでいる。即ち, 伊藤

の場合は, 日本の伝統的形式, 観念, 及び古代エ

ジプ ト, ギリシァ様式に, 西洋の最新の舞台美術, 

上演法を融合 し, 新村は東洋の伝統的精神を持ち

っつ, 正確な洋舞テクニックを基盤 としている。

この様に, 彼等2人 を通 して見るならば, 当時

日本の洋舞は, 日本人としての精神, 肉体のもと

に西洋の手法やテクニックを融合 し, その中で各

々の個性を打ち出 してい くといった傾向を持って

いたと考えられる。
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表2-a 伊藤の特徴的分類項目

表2-b 新村の特徴的分類項目

表3 作品の質感
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